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図は軸ラベル、原点、交点の座標等を正しく記入すること． 
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(2) 半値全幅を FWHMT とおく．振幅の最大値は 1 であるので， 
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(5) 半値全幅を FWHMF とおく． 

1t = ± のとき，振幅の最大値の半分になるので FWHM 2F =  
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(2) ( )f t は実偶関数であることに注目し、 
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